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第
二
次
世
界
大
戦
が
終
わ
っ
て
か
ら
今
年
で
七
十
六

年
に
な
り
ま
す
。
戦
争
中
は
日
本
の
各
地
に
軍
の
施
設

が
置
か
れ
ま
し
た
。
身
近
な
と
こ
ろ
に
も
軍
の
施
設
が

あ
っ
た
こ
と
を
、
皆
さ
ん
知
っ
て
い
ま
す
か
？

柏
に
は
飛
行
場
（
現
柏
市
柏
の
葉
）
が
、
流
山
に
は

軍
用
馬
の
食
料
（
馬
糧
）
を
製
造
す
る
「
陸
軍
糧
秣
本

廠
流
山
出
張
所
」
（
通
称
・
流
山
糧
秣
廠
／
な
が
れ
や

ま
り
ょ
う
ま
つ
し
ょ
う
）
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
は
こ

の
流
山
糧
秣
廠
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
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で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
、
交
通
の
便
が
よ
か
っ
た
点
も
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

糧
秣
廠
で
の
作
業

実
際
に
行
わ
れ
て
い
た
作
業
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

主
な
作
業
は
、
ワ
ラ
や
ス
ス
キ
な
ど
の
干
草
、
牧
草
を

混
ぜ
合
わ
せ
て
乾
燥
さ
せ
、
機
械
で
押
し
か
た
め
て
梱
包

す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
押
し
か
た
め
る
た
め
の
機
械
に

は
蒸
気
動
力
を
使
用
し
ま
し
た
。
こ
う
し
て
作
ら
れ
た
馬

糧
は
一
つ
が
縦
六
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
百
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
の
直
方
体
で
、
四
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
あ
り
ま
し
た
。

の
ち
に
は
戦
地
用
の
携
帯
馬
糧
も
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

こ
れ
は
縦
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
の
直
方
体
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

で
き
あ
が
っ
た
馬
糧
は
、
地
元
で
「
ガ
ラ
ガ
ラ
」
と
呼

ば
れ
た
揚
陸
設
備
（
架
空
輸
送
機
）
を
使
っ
て
江
戸
川
岸

戦
争
と
流
山

大
正
十
四
年
七
月
一
日
、
東
京
本
所
錦
糸
堀
（
現
東
京

都
墨
田
区
）
に
あ
っ
た
陸
軍
糧
秣
本
廠
本
所
倉
庫
が
流

山
に
移
転
し
て
で
き
ま
し
た
。
流
山
の
地
が
選
ば
れ
た

理
由
に
は
、
干
草
や
ワ
ラ
の
生
産
地
で
あ
っ
た
千
葉
県

香
取
郡
や
茨
城
県
南
東
部
に
近
く
、
東
葛
飾
郡
自
体
も

生
産
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
生
産
地
に

近
く
、
利
根
運
河
・
利
根
川
の
水
運
や
、
流
山
鉄
道
（
現

流
鉄
流
山
線
）
を
介
し
て
常
磐
線
と
の
乗
り
入
れ
が
可
能

流
山
糧
秣
廠
と
は

流
山
糧
秣
廠
は
、
馬
糧
の
製
造
・
供
給
を
担
う
軍
事

施
設
で
す
。
流
山
糧
秣
廠
が
置
か
れ
た
の
は
、
現
在
の

流
山
九
丁
目
一
帯
、
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
流
山
店
や
流

山
南
高
校
な
ど
が
あ
る
と
こ
ろ
で
す
【
資
料
1

】
。

【資料１】

「流山市立博物館調査研究報告書13」
P.78の図に一部加筆

線で囲った箇所が「流山糧秣廠」の敷地で
した。✕印が「元陸軍糧秣本廠流山出張所
跡碑」が建つ場所です。
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ず
れ
も
流
山
市
立
図
書
館
の
所
蔵
資
料
で
す
。

協
力
：
流
山
市
立
博
物
館

積
み
木
、
千
代
紙
、
小
箱
類
、
室
内
用
す
べ
り
台
な
ど
が
用
意

さ
れ
、
大
工
や
鍛
冶
工
、
消
防
手
の
協
力
で
ブ
ラ
ン
コ
、
シ
ー

ソ
ー
、
砂
場
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

も
作
ら
れ
、
職
員
だ
け
で
な
く
町
民
も
利
用
し
た
そ
う
で
す
。

ま
た
、
入
浴
設
備
も
あ
り
、
作
業
後
に
入
浴
す
る
こ
と
も
可
能

で
し
た
。
汚
れ
の
激
し
い
仕
事
に
あ
っ
て
は
不
可
欠
の
も
の
で

あ
り
、
早
い
時
期
か
ら
設
け
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

流
山
糧
秣
廠
跡
地
の
い
ま

終
戦
に
よ
っ
て
陸
軍
省
が
廃
止
さ
れ
る
と
、
施
設
や
倉
庫
は

国
鉄
（
現
在
の
Ｊ
Ｒ
）
へ
移
管
さ
れ
、
輸
送
の
中
継
点
や
用
品

庫
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
大
蔵
省
の
管
理
と

な
っ
て
民
間
等
へ
払
い
下
げ
ら
れ
、
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
、
東
邦
酒

類
、
町
営
柳
田
団
地
、
流
山
幼
稚
園
な
ど
の
敷
地
に
な
り
ま
し

た
。
現
在
で
は
大
型
ス
ー
パ
ー
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
、
学
校
、

市
営
住
宅
、
保
育
園
な
ど
に
な
り
、
当
時
の
面
影
は
ほ
と
ん
ど

見
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
大
型
ス
ー
パ
ー
の
敷
地
の
一
角

に
糧
秣
廠
に
関
わ
っ
た
人
々
が
建
て
た
碑
【
資
料
2

】
が
あ
り
、

流
山
糧
秣
廠
の
歴
史
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。
近
く
を
訪
れ
る
際

に
は
ぜ
ひ
足
を
運
び
、
流
山
に
あ
る
戦
争
の
時
代
の
面
影
に
ふ

れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ま
で
運
ば
れ
、
船
に
積
み
替
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
近
衛

第
一
師
団
管
下
、
関
東
一
円
の
部
隊
、
宮
内
省
、
警
察
庁
へ

補
給
さ
れ
ま
し
た
。

糧
秣
廠
で
働
く
人
々

流
山
糧
秣
廠
で
働
い
て
い
た
人
々
の
多
く
は
、
軍
属
や
民

間
人
で
し
た
。
軍
属
と
は
、
軍
隊
の
な
か
で
戦
闘
に
直
接
か

か
わ
ら
な
い
仕
事
を
担
当
す
る
人
々
の
こ
と
で
す
。
職
員
は

工
員
と
守
衛
、
消
防
職
、
事
務
職
な
ど
に
分
け
ら
れ
、
勤
務

時
間
も
異
な
っ
て
い
ま
し
た
。
工
員
の
場
合
、
午
前
七
時
か

ら
午
後
四
時
ま
で
の
九
時
間
で
、
始
業
時
間
が
多
少
早
く

な
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
流
山
糧
秣
廠
は
工
員
な
ど
の
職
員

や
軍
属
を
地
元
か
ら
採
用
し
て
お
り
、
そ
う
し
た
事
情
を
踏

ま
え
て
の
勤
務
時
間
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
戦
争
の

拡
大
に
と
も
な
っ
て
馬
糧
の
増
産
が
急
務
と
な
り
、
昭
和
十

四
年
頃
か
ら
は
強
制
残
業
が
常
時
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

労
働
時
間
が
長
く
な
っ
て
く
る
一
方
で
、
流
山
糧
秣
廠
は

福
利
厚
生
が
充
実
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
当
時
で
は
珍
し
い

保
育
所
が
昭
和
四
年
か
ら
昭
和
十
八
年
ま
で
設
置
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
保
母
の
採
用
と
と
も
に
、
保
育
に
必
要
な
絵
本
類
、

【資料２】

「元陸軍糧秣本廠流山出張所跡碑」

昭和55年、元所長らが中心となって
建立しました。


